年齢区分ごとに、医療保険料に含まれる費用の内訳を示した図。図は左から「17歳以下の人」「40歳～64歳の人」「18歳～39歳、65歳～74歳の人」の3つの区分に分かれている。

「17歳以下の人」の欄には、医療分と後期分に加えて「子ども分」が示されており、子ども分が追加されることが点線の囲みと「追加」という表示で強調されている。

「40歳～64歳の人」の欄には、医療分、後期分、介護分に加えて「子ども分」があり、こちらも子ども分が追加されることが示されている。

「18歳～39歳、65歳～74歳の人」の欄には、医療分と後期分に加えて「子ども分」があり、「追加」と表示されている。

全体として、年齢区分ごとに医療保険料の内訳が示され、いずれの区分でも新たに「子ども分（子ども・子育て支援金）」が追加されることを説明した図。
